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和文要約
　近年の感情研究は，ポジティブ・ムードはヒューリスティックや直感的処理を促進し，逆に，ネガティブ・
ムードは抑制することを指摘している．本研究は，年齢に関する潜在的評価が，ポジティブ／ネガティブ・ムー
ドによって調整されるか検討した．研究1では，ポジティブ・ムードを喚起された大学生において，高齢者
を否定的概念と結びつける潜在的評価が増加した．研究2では，内的偏見抑制動機が弱い参加者においてポ
ジティブ・ムード下で潜在的評価のバイアスが強まったが，抑制傾向が強い参加者においては逆にポジティブ・
ムード下で弱まる傾向が見られた．
　集団間関係に関する研究では、集団に関する偏見やステレオタイプが非意識的に活性化する過
程が注目されている（Fazio, Jackson, Dunton, & Williams, 1995; Dasgupta, 2004）。Devine
（1989）は、表面的には非偏見的に振舞っている人においても、心の中には偏見やステレオタイ
プ的な考えは存在していると指摘している。偏見やステレオタイプを表明することは社会的に望
ましくないために、多くの場合には偏見やステレオタイプは意識的に抑制される。ただし、そう
した場合にも、ネガティブな評価やステレオタイプは、外集団との接触により不可避かつ自動的
に活性化する。こうした、否定的な評価やステレオタイプの活性化は、社会的な抑制がなくなっ
たり、抑制のための十分な機会が得られなかったりした場合に、差別的な行動を生じさせてしま
う。現代においては、平等主義的な風潮が浸透してきたことによって、偏見はあからさまには表
明されにくくなっている。そうした中で、人々の持つ真の偏見傾向を捉えるために、非意識的な
評価過程の解明は非常に重要となってきている。
　自動性の初期の研究では、態度対象との接触による概念の活性化は、固定された反応で避けら
れないものであり、状況や動機づけなどによる影響を受けないと考えられてきた（Bargh & 
Chartrand, 1999; Devine, 1989）。しかし、近年の研究によって、集団との接触によって活性化
する評価概念やステレオタイプは状況により異なることが示されてきている（Blair, 2002; 
Kunda & Spencer, 2003）。たとえば、慢性的な平等主義目標を持った人は、持たない人と比べて、
外集団との接触時における否定的概念の活性化が弱いことが示されている（Moskowitz, 
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Gollwitzer, Wasel, & Schaal, 1999）。また、Spencer, Fein, Wolfe, Fong, & Dunn（1998）は、
自己高揚目標が活性化したときには外集団に対する否定的ステレオタイプの活性化が促進するこ
とを示している。とくに最近では、ムード（mood）のような一時的で弱い感情ですら、ステレ
オタイプの活性化に影響することがわかってきた（Huntsinger & Smith, 2009）。こうしたこと
は、従来の固定的な見方を超えて、概念の活性化過程が認知者の動機づけや目標に応じた可変性
を持つ、柔軟な過程であることを示している。
　そうした知見に基づき、本研究では、一時的なムードが外集団に対する自動的な評価概念の活
性化にどのように影響するかを検討した。さらに、ムードが活性化を単純に強めたり弱めたりす
るだけではなく、抑制動機のような内的要因と相互作用することにより活性化をどのように調整
するのかについても検討した。ここからは、快不快のような評価概念の自動的な活性化を、潜在
的評価（implicit evaluation: Greenwald & Banaji, 1995）という言葉を用いてあらわし、知識
的な概念であるステレオタイプの活性化（以後、潜在的ステレオタイプと標記）とは異なる現象
として議論する。
　ムードとステレオタイプ活性化　ムードは比較的持続的な弱い快・不快感情のことをさすが、
我々の情報処理や判断に影響を及ぼす要因として、1990年代に様々な説明がなされた（Bless, 
Mackie, & Schwarz, 1992）。そうした研究では、概して、ポジティブ・ムードは、直感的・ヒュー
リスティック的処理と関連し、ネガティブ・ムードは熟慮的処理と関連しているとされてきた
（Forgas, 1995）。集団への判断においては、ステレオタイプや態度は判断を効率化させる要因と
して考えられるため、ムードがどのように影響を与えるかが検討されてきた。1990年代の研究
では主に質問紙などの顕在指標が用いられてきたが、ポジティブ・ムード下ではネガティブ・ムー
ド下よりもステレオタイプを用いた判断が生じやすいことが一貫して示されてきた
（Bodenhausen, Kramer, & Suisser, 1994）。そこから、ポジティブ・ムード下では既存のステレ
オタイプや態度依存の判断が生じやすくなり、ネガティブ・ムード下ではそれらを抑制した判断
が行われると考えられてきた。
　このように1990年代の研究では、意識的・顕在的な判断においてポジティブ・ムード下では
ステレオタイプや態度がより用いられやすくなることが示されたが、近年の研究では活性化過程
にも、ムードによる同様な影響が認められるようになってきた（Huntsinger & Smith, 2009）。
Huntsinger, Sinclair, & Clore（2009）は、ポジティブ・ムードを導入した後に、武器同定課題
におけるステレオタイプ的バイアスを調べた。すると、ポジティブ・ムード下ではネガティブ・ムー
ド下よりも、黒人と武器を結びつけるステレオタイプ的バイアスが強まっていた。さらに、過程
分離パラダイム（Jacoby, 1991; Payne, 2001）を用いて、そのステレオタイプ的バイアスを自動
的処理と統制的処理の効果に区別したところ、その影響は統制的処理ではなく自動的処理にとく
にあらわれた。このようにムードによる影響は、意識的判断を超えて、自動的な活性化過程にお
いても生じうることが考えられる。
　なぜ、ムードは自動的な活性化に影響を及ぼすのだろうか。近年、ムードには生成された思考
の妥当性を確認（self-validation: Briñol & Petty, 2009）する機能があることが指摘されている
（Huntsinger, Sinclair, Dunn, & Clore, 2010）。従来から、Feeling-as-information理論（Schwarz, 
1990; Schwarz & Clore, 1983）のように、ムードは、その環境の良し悪し（safe or problematic）
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を知らせるシグナルとなると考えられてきた。ポジティブなムードは、環境に脅威が無いことを
知らせ、ヒューリスティック判断や創造的処理に向かわせやすくするとされる（Bless et al., 
1990; Bodenhausen et al., 1994）。その一方で、ネガティブなムードは、環境が問題をはらむも
のであり、何か行動を変える必要があることを知らせ、分析的で注意深い情報処理になりやすく
させるとされる。こうした視点から、ポジティブなムードは自己の思考を妥当化する一方で、ネ
ガティブなムードは妥当性を弱めると考えられる。妥当性の感覚は思考の活性化を促進するとさ
れているため（DeMarree, Briñol, & Petty, 2008）、ポジティブ・ムードにより妥当性の高まっ
たステレオタイプや態度は活性化を強める。他方、ネガティブ・ムードにより妥当性が低まった
思考は抑止されると考えられる。
　ムードと潜在的評価　本研究は、ムードによる影響が概念の活性化に影響を及ぼすという考え
をもとに、その現象の一般化可能性を検討した。とくに、潜在的評価を取り上げ、ムードの影響
が評価概念の活性化にも適用されるかを検討した。先に示した通り、先行研究ではステレオタイ
プのような抽象的な知識の活性化が、ポジティブ・ムード下で促進されることが示されてきた
（Huntsinger & Smith, 2009; Huntsinger, et al., 2009）。しかし、記憶において外集団に結び付
けられた概念は、ステレオタイプのような知識だけではなく、快不快といった評価的概念も結び
付けられている。ムードによる概念の活性化への影響が、ステレオタイプといった知識を超えて、
評価的概念の活性化に影響を及ぼすのだろうか。潜在的評価は、集団に対する直感的な快不快感
情に関わる概念であり重要である（Greenwald & Banaji, 1995）。また、それぞれの活性化によっ
て質の異なる行動が導かれることもわかっているため（Amodio & Devine, 2006）、区別して検
討することは必要であろう。そこで、本研究は、ムードの影響が評価概念の活性化にも適用され
るのかを検討した。
　とくに、人々はある特定の内外集団関係において、内集団に肯定的概念、外集団に否定的概念
を、非常に強固に結びつける傾向がある。たとえば、若者－高齢者関係において、若者世代は、
若者に肯定的概念を、高齢者に否定的概念を強く結び付ける傾向がある（Levy, 2001; Levy & 
Banaji, 2004）。こうした強固な評価的連合がある場合にも、同様な活性化への影響はあるのだ
ろうか。そこで本研究では、若者世代を参加者として、若者－高齢者に関する潜在的評価を検討
した。
　ムードが偏見抑制動機に及ぼす影響　また、本研究では、ムードが活性化を単純に強めたり弱
めたりするだけではなく、内的要因と相互作用することにより活性化をどのように調整するのか
についても検討した。ムードは主効果的に活性化に影響するだけではなく、目標などの要因が活
性化に与える影響も調整することが指摘されている（Huntsinger et al., 2010）。ポジティブなムー
ド（vs.ネガティブなムード）は生成された思考の妥当性を強めるが、ステレオタイプや態度の
妥当性を強めるだけではなく、目標や動機といったものの妥当性の感覚をも強める。もし、偏見
を弱めるような目標を持っていたならば、ポジティブ・ムードによってその目標の妥当性も強ま
ることによって活性化しやすくなり、目標が偏見を弱める機能もより強まると考えられる。実際、
Huntsinger et al.（2010）は、平等主義目標を活性化させた場合、ポジティブ・ムード下におい
て潜在的ステレオタイプが弱まることを示している。
　本研究は、偏見の抑制に関わる内的要因として近年注目されている、偏見抑制動機（Devine, 
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Plant, Amodio, Harmon-Jones, & Vance, 2002）を取り上げた。偏見抑制動機とは、内的動機
（IMS）と外的動機（EMS）の下位概念に分かれる偏見抑制に関する動機である。IMSとは、自
分の内面の基準に従って偏見を抑制する動機であり、EMSとはサンクションや外部評価、規範
に従うため、などの外的な基準に従って偏見を抑制する動機を指す。とくに、個人差として IMS
の高さは外集団への潜在的評価に影響を及ぼすことが示されており、Devine et al.（2002）は、
IMSの高い人において、人種に関する否定的な潜在的評価が弱いが、EMSは影響しないことを
示している。
　本研究は、ムードによる潜在的評価への影響を検討するにあたり、偏見抑制動機の個人差とし
て、潜在的評価への影響が指摘されている IMSを用い、高齢者に対する潜在的評価に対する動
機の影響がムードによって調整されるかについても合わせて検討した。
　本研究の目的　本研究は2つの研究を用いて、ムードによる潜在的評価への影響を検討した。
若者世代である大学生を参加者として、ポジティブまたはネガティブなムードを導入した上で、
若者－高齢者に関する潜在的評価を検討した（研究1、2）。また、研究2では、偏見抑制動機の
個人差である IMSを用い、高齢者に対する潜在的評価に対する動機の影響がムードによって調
整されるかについても合わせて検討した。
　大学生においては、若者に肯定的評価、高齢者に否定的評価を結びつける潜在的評価が生じる
と考えられるが、ポジティブなムードは生成された思考を妥当化するため、そうした若者 -高齢
者に関する潜在的評価の傾向がより強まるだろう。逆に、ネガティブなムードは生成された思考
の妥当性を弱めるため、そうした否定的な潜在的評価は弱まるだろう。また、ムードによる潜在
的評価への影響は偏見抑制動機によって調整されるだろう。IMSが高い場合には高齢者への否定
的な潜在的評価が弱いが、さらにその傾向は、ネガティブ・ムードよりもポジティブ・ムードに
おいて強いだろうという仮説を立てた。
研究 1
　研究1はムードが潜在的評価に及ぼす影響を検討した。20代前後の大学生を参加者として、ポ
ジティブ /ネガティブ・ムードを導入した後に、紙筆版の IAT（Greenwald, McGhee, & 
Schwartz, 1998）を用いて、若者－高齢者に関する潜在的評価を測定した。ムードの操作として
は、過去において自分が成功／失敗した経験を想起させた。また、成功 /失敗を想起しない統制
条件も設定した。操作的仮説として、成功想起条件の参加者は、失敗想起条件や統制条件の参加
者より、若者にポジティブな評価、高齢者にネガティブな評価を結び付ける傾向が強まることを
持った。
方法
　実験参加者　都内大学の学生で、心理学関連科目の受講者107名（女性84名、男性23名）。実
験は実習の1科目として行われた。参加者は、成功想起条件、失敗想起条件、統制条件にランダ
ムに割り当てられた。
　刺激項目　IATにおいて、高齢者関連語、若者関連語、ポジティブ語、ネガティブ語という4
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タイプの文字刺激項目が使用された。高齢者関連語には、老人、高齢者、年寄り、老年、老い、
の5語が用いられた。若者関連語には、若者、若年層、大学生、青年、若い、の5語が用いられた。
ポジティブ語には、輝かしい、元気、笑い、見事な、平和、の5語が用いられた。ネガティブ語
には、痛ましい、ひどい、恐ろしい、苦悩、失敗、の5語が用いられた。
　手続き　実験は10人から14人を1グループとして、1週間おきに実験を行った。
　まず、実験開始前に、参加者には、実験参加依頼書と参加承諾書を配布し、実験の概要を説明
した。実験目的は、過去経験の想起に関する調査と、カテゴリ分類課題を用いた態度測定という
関連のない2つの実験を行うことであると説明した。実験の概要を説明した後に、参加依頼書に
署名を依頼した。 
　過去経験の想起　１つ目の実験は、カバー・ストーリーとして「どのような事柄を上手く思い
出すことができるか」を調べるものと説明された。想起する内容は条件ごとに異なっており、成
功想起条件では、「あなたが今まで学業面で成功した経験のうち、最もうれしく、今でも心に残っ
ていることを思い出してください」、失敗想起条件では、「あなたが今まで学業面で失敗した経験
のうち、最もつらく、今でも心に残っていることを思い出してください」、統制条件では、「あな
たの平均的な日常パターンを出来るだけ具体的に思い出して書いてください」という教示のもと
で自由記述させた。自由記述のための時間は、5分間であった。
　紙筆版IATの実施　2つ目の実験は、「言葉を特定のカテゴリに分類することを通して態度を測
定する」実験と説明された。参加者は、実験者の合図に基づいて、各ページをめくりながらカテ
ゴリ分類課題を行った。分類課題では、「ページ中央に並んだ言葉が左右の概念のどちらに属す
るかを速く正確に判断し、言葉の左右のかっこのうち該当する側のかっこに丸をつけるように」
と教示された。各分類課題についての制限時間は20秒であった。
　紙筆版 IATは、7ブロックで構成されており、①好ましさ練習ブロック（ポジティブ語を左、
ネガティブ語を右に分類）、②年齢判断ブロックa（若者を左、高齢者を右に分類）、③若者ポジティ
ブ・ブロックA（若者とポジティブ語を左、高齢者とネガティブ語を右に分類）、④若者ポジティ
ブ・ブロックB（③と同じ）、⑤年齢判断ブロックb（高齢者を左、若者を右に分類）、⑥高齢者
ポジティブ・ブロックA（高齢者とポジティブ語を左、若者とネガティブ語を右に分類）、⑦高
齢者ポジティブ・ブロックB（⑥と同じ）が行われた。
　IATの試行ブロックの順序は、行う順序は、若者ポジティブ・ブロックを先に、高齢者ポジティ
ブ・ブロックを後に行う形で固定した 2。
　IATの終了後、感情チェックリスト（ネガティブ感情8項目、α=.91；ポジティブ感情4項目、
α=.81、7件法）、想起した出来事に登場した自分の印象（8項目、α=.90、7件法）を含む質問
紙に回答した。その後デブリーフィングが行われ、参加者には再度、データ使用承諾の確認を行っ
た。
結果
　感情チェックリストおよび想起された自己の評定　ネガティブ感情、ポジティブ感情それぞれ
の得点について3（想起した出来事：成功想起、統制、失敗想起）×2（参加者性別：女性 vs. 男性）
のANOVAを行ったところ、ポジティブ感情の評定においてのみ想起した出来事の主効果が有意
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に近く（F(2, 101)=1.90, p=.16）、失敗想起条件は（M=3.1）、統制条件（M=3.6）や成功想起条
件（M=3.7）よりもポジティブ感情を低く感じる傾向が見られた。
　また、想起した出来事に登場した自分の印象について、ANOVAを行ったところ、条件の主効
果が見られ（F(2, 101)=37.01, p<.001）、自分の印象は、失敗想起条件において最もネガティブ
であり（M=3.4）、次いで統制条件となり（M=4.1）、成功想起条件で最もポジティブとなる傾向
が見られた（M=4.9）。
　潜在的評価　IATの遂行の程度は、若者ポジティブ・ブロックのA、Bブロックの平均正答数と、
高齢者ポジティブ・ブロックのA、Bブロックの平均正答数によって算出した。平均正答数を従
属変数とした、3（想起した出来事）×2（参加者性別）×2（試行ブロック：若者ポジティブ・ブロック 
vs. 高齢者ポジティブ・ブロック）の混合ANOVAを行ったところ、ブロックの主効果（F(1, 
101)=277.93, p<.001）、ブロック×性別の交互作用（F(1, 101)=12.21, p<.001）、ブロック×想起
した出来事の交互作用が有意となった（F(2, 101)=4.59, p<.05）。ブロックの効果として、若者
ポジティブ・ブロックのほうで（M=26.9）、高齢者ポジティブ・ブロックよりも正答数が多い傾
向が見られた（M=16.6）。この傾向は、すべての条件をとおして見られていたため、20代前後
の大学生において、若者に対してポジティブな属性、高齢者に対してネガティブな属性を結びつ
ける潜在的評価の内集団バイアスがあることが示唆された。またこの内集団バイアス傾向は、参
加者の性別によって異なっており、若者ポジティブ・ブロックのほうが高齢者ポジティブ・ブロッ
クよりも正答数が多い傾向は、女性参加者よりも（Ms=25.7, 17.5）、男性参加者のほうで強かっ
た（Ms=28.1, 15.6）。
　想起した出来事と関連した効果として、ブロック×想起した出来事の交互作用が見られたため、
この効果を詳しく検討するため、若者ポジティブ・ブロックから高齢者ポジティブ・ブロックの
正答数を減算することで IAT量を算出し、条件間でどのようなパターンの違いが見られるか検討
した。この IAT量が大きいほど、若者と肯定的評価、高齢者と否定的評価を結びつける傾向が強
かったことを示している。ブロック間の差を大きい順に見ていくと、成功想起条件において最も
大きく（M=12.3）、次いで統制条件となり（M=10.8）、失敗想起条件では差が最も小さくなって
いた（M=7.8）。とくに成功想起条件と失敗想起条件との間には有意な差がみられ（p<.05）、失
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Figure 1　IAT effect as a function of condition.
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敗想起条件と統制条件との間には有意に近い差がみられた（p=.14）。こうしたことは、成功想起
条件において内集団バイアスが最も強く、失敗想起条件において弱くなることを示している。
考察
　全体的に若者をポジティブ評価、高齢者をネガティブ評価と結びつける傾向が見られた。ここ
から、20代前後の大学生に、若者を高齢者よりも肯定的に評価するバイアスがあることが見出
すことができる。こうした潜在的評価の傾向は、ムードの操作によって調整された。成功経験を
想起した参加者において、失敗経験を想起した参加者、および統制条件の参加者よりも、潜在的
評価の内集団バイアスが強まる傾向が見られた。これは仮説と一致しており、ポジティブ・ムー
ドが既存の潜在的評価を増加させたことを示している。先行研究では、潜在的ステレオタイプの
ような知識的側面に対するムードの影響が検討されてきたが（Huntsinger & Smith, 2009）、本
研究の結果は、知識的な概念に限定されず、評価的概念もポジティブ・ムードによって活性化が
促進されることを示している。
研究 2
　研究2はムードが、偏見抑制動機による潜在的評価への影響を調整するかを検討した。基本的
に研究1と同様な手続きであるが、研究2では統制条件を設けず、成功／失敗条件のみを設定した。
操作的仮説として、全体的な傾向としては IMSの高い人の方が低い人よりも高齢者に対する潜
在的評価は否定的だが、その傾向はムードによって調整されると考えられる。IMSの高い場合は、
成功想起条件の方が失敗想起条件よりも、若者にポジティブな評価、高齢者にネガティブな評価
を結び付ける傾向が弱いと考えられる。
方法
　実験参加者　神奈川県内の大学生27名が心理学関連科目の授業内に実験に参加した。参加者
は成功想起条件と失敗想起のいずれかにランダムに割り振られた。参加者のうち、事前に偏見抑
制動機尺度（高林・村田 , 2005）に回答していた22名のデータを分析に用いた。
　手続き　基本的に研究1と同様に行った。参加者には関連のない2つの実験が行われると説明
した。まず、ムードの操作として、自分の過去の経験について思い出させ、5分間自由記述させた。
その際、成功想起条件では、「あなたが今までの大学生活において、何かを成し遂げたと思う経
験の中で、一番うれしく、今でも心に残っていることを思い出してください」、失敗想起条件では、
「あなたが今までの大学生活において、何かを失敗した経験の中で、一番つらく、今でも心に残っ
ていることを思い出してください」と教示した。
　続けて、研究1と同様に、「カテゴリ分類課題を行う」と称し、紙筆版の IATを行った。ただし、
研究1と異なり、4つのカテゴリを分類するブロック（若者ポジティブ・ブロックA、若者ポジティ
ブ・ブロックB、高齢者ポジティブ・ブロックA、高齢者ポジティブ・ブロックB）のみを行い、
2つのカテゴリを用いるブロック（好ましさ練習ブロック、年齢判断ブロックa、年齢判断ブロッ
クb）は行わなかった。またブロックの順序も研究1同様、①若者ポジティブ・ブロックA、②
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若者ポジティブ・ブロックB、③高齢者ポジティブ・ブロックA、④高齢者ポジティブ・ブロッ
クBとした 3。
　IATの終了後、種々の質問項目に回答した後、デブリーフィングが行われた。その後、参加者
には再度データの使用確認を行った。
結果
　若者ポジティブ・ブロックの正答数から高齢者ポジティブ・ブロックの正答数を引いた IAT量
を従属変数とし、ムード（成功想起、失敗想起）、IMS（連続量）と交互作用項を独立変数とし
た一般線形モデルによる分析を行った 4。すると、交互作用（F(1, 18)=4.66, p<.05）が有意となっ
た（Figure 2）。そこで、IMSの±１SDにおけるムードの単純主効果をBonferroniの方法で検
定したところ、IMSが低い場合にはムードによる効果は見られなかったが（p=.26）、高い場合に
はムードの効果が有意傾向であり（p=.07）、失敗想起条件（M=13.1）よりも成功想起条件のほ
うが IAT量が小さかった（M=7.1）。また、それぞれのムード条件の IMSの単純傾斜を検定した
ところ、失敗想起条件では IMSの効果は有意ではないが（p=.30）、成功想起条件では有意に近く、
IMSが高いほど IAT量が小さい傾向にあった（p=.09）。
考察
　偏見抑制動機による潜在的評価への影響はムードによって調整された。偏見抑制動機が高い場
合には、ネガティブ・ムード条件よりもポジティブ・ムード条件の方が、高齢者への否定的評価
を示す IAT量が小さかった。また、ポジティブ・ムード条件では、IMSが高いほど IAT量が小さ
くなる傾向が見られていた。一方で、ネガティブ・ムード条件では、こうした抑制動機による影
響は見られなかった。これは、個人のもつ偏見抑制の動機がムードによって影響を受け、特に、
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Figure 2　IAT effect as a function of IMS and Mood.
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ポジティブ・ムードのときに、より偏見抑制動機が潜在的評価に及ぼす影響を強めるという効果
であり、仮説を支持する効果であった。IMSが潜在的評価に及ぼす影響は従来から指摘されてき
たが、ポジティブ・ムード下においてその効果が増加することは知られていなかった。こうした
考えは、ムードがステレオタイプや態度の表出を増加させるという考えとも反し、むしろ表出を
抑止する可能性を示したという点で価値あるものだろう。
総合考察
　本研究は2つの研究を用いて、ムードによる潜在的評価への影響を検討した。研究1では、若
者世代である大学生を参加者として、ポジティブまたはネガティブなムードを導入した上で、若
者－高齢者に関する潜在的評価を検討したところ、ポジティブ・ムード下ではネガティブ・ムー
ド下よりも、高齢者を否定的評価と結びつける傾向が強かった。また、研究2では、偏見抑制動
機の個人差である IMSが潜在的評価に及ぼす影響を、ムードが調整するかを検討したところ、
IMSの高い人において、ポジティブ・ムード下ではネガティブ・ムード下よりも、高齢者を否定
的評価と結びつける傾向が弱かった。こうした影響は、ムードが生成された思考の妥当性に影響
したために生じたと考えられる。大学生においては、若者に肯定的評価、高齢者に否定的評価を
結びつける潜在的評価があったが、その評価傾向はポジティブなムードによって妥当化されるこ
とによって、より表出が強められたと考えられる。逆に、ネガティブなムードは既存の評価傾向
の妥当性が弱まったため、そうした否定的な潜在的評価が弱められたのだろう。また研究2の結
果は、妥当性の高まりが潜在的評価だけではなく偏見抑制動機にも影響を及ぼしたことを示して
いる。とくに IMSが高い場合には、ポジティブ・ムードとなることにより、高齢者への否定的
な潜在的評価を抑止する傾向が強まったと考えられる。
　このように、本研究の結果は、ムードが知識的概念の活性に限定されず、評価的な概念の活性
にも影響を及ぼすことを示している。このことから、ムードによる活性化への影響は非常に広範
であることが考えられよう。また、本研究の結果は、偏見抑制動機が効果的に機能する状況につ
いても示唆を与えている。従来の研究から、IMSは潜在的評価に影響を及ぼすことが示されてき
たが、その効果はポジティブ・ムード下において機能することが本研究の知見から示唆される。
　本研究の知見は、集団関係がムードによって影響を受ける2つの道筋を示唆している。一つは、
集団間評価をポジティブなムードが極化してしまう可能性である。ポジティブなムードは既存の
態度を妥当化することによって、その表出をより強めてしまうことが考えられる。すなわち、肯
定的な評価がもたれる外集団に対してはより肯定的な態度を、否定的な態度がもたれる外集団な
らばより否定的な態度が表出されると考えられる。とくに、敵対的な外集団に対しては、ポジティ
ブ・ムード下ではより敵意的な評価が表出されやすくなることで、集団関係の悪化を招いてしま
う可能性がある。本研究で取り上げた高齢者への態度もその一つと考えられるだろう。一般にポ
ジティブなムードはよいものとされるが、否定的な集団間評価をさらに悪化させる増加させうる
という点には注意する必要があろう。
　ただし、ポジティブなムードによって、否定的な集団間評価をさらに悪化させることは、常に
生じるわけではないことも本研究は示している。ムードによる影響の第二の道筋として、偏見を
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抑制しようとする動機を持つことにより、ポジティブなムードがより外集団への寛容を導くこと
が考えられる。ポジティブなムードは、偏見抑制動機のような目標も妥当化する。そのため、偏
見抑制動機が及ぼす外集団評価への影響も増幅されることで、より外集団への否定的評価が活性
化しにくくなる。ポジティブ・ムードが及ぼす集団関係改善への影響については、集団関係の研
究者からも注目されており（Crisp & Hewstone, 2007; Urban & Miller, 1998）、今後のさらなる
検討が望まれるだろう。
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脚注
１ 本論文の執筆にあたり一橋大学大学院社会学研究科の田戸岡好香先生に有益なアドバイスをいただきま
した。また、首都大学東京の沼崎誠教授には、実験実施におけるアドバイスをいただきました。記して
感謝申し上げます。
２ 典型的な IAT の手法では、②～④と⑤～⑦ブロックの順序を入れ替えることで、順序効果を調整するが、
本実験では条件間の差異にのみ注目したため、試行ブロックの順序は、若者ポジティブ・ブロックを先に、
高齢者ポジティブ・ブロックを後に行う形で固定した。
３ 4 つのカテゴリを同時に判断するという、比較的難しいブロックを最初から行ったため、①若者ポジティ
ブ・ブロック A において、回答数が低く、誤反応も多くなってしまった。そのため、①、③ブロックは
分析に用いず、②、④ブロックのみを分析に用いた。
４ EMS の個人差も測定したため、IMS と EMS を同時にモデルに組み込んだ分析も行ったが、有意な効果
は得られなかったため、当初想定していた IMS のみをモデルに組み込んだ分析を行った。また、EMS
も個別に分析を行ったが、有意な効果は得られなかった。
